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お詫び
とお礼

工事期間中は近隣の方々はじめ市民の皆様には大変ご迷惑をおかけいたしました。お陰さまで
完成の運びとなり、お詫びと併せまして厚くお礼申し上げます。

ごあいさつ
　“人と地域を創る”新見公立大学の新棟・地域共生推進センター棟が、新見女子短期大学に
始まる本学開学 40年の記念すべき年に竣工式を迎える運びとなりました。池田市長をはじめ関
係各位、建設工事関係者ならびに地域の皆様に教職員を代表して心より御礼申し上げます。
　18歳人口の減少とともに激化する大学間競争など大学を取り巻く環境には厳しいものがあり
ます。本学は、人口３万人弱の典型的中山間地域にあるほぼ唯一の保健福祉系の公立大学とし
て、特色ある大学の未来像を構築するために、昨年４月新・健康科学部１学部３学科体制へ移

行しました。お陰様で、新棟の完成により新しい学びの創造にふさわしい学修環境を構築することができました。
　今後、未来志向型の学修体系を確立しつつ、少子・高齢化と人口減少に係わる諸々の課題に直面する課題先進
地の現場で、保育、看護、介護、福祉の高度専門職人材の育成に取り組んでいきます。基本は、地域共生社会の
構築における各学科の役割と多職種連携を実践的に研究、教育することであり、新見市全域を学びのキャンパス
とする構想を進めて参ります。
　名称どおり、地域共生推進センター棟が産学官民連携の拠点として地域の皆様にも活用されることを期待して
います。暖かいご支援とご厚情をお願い申し上げます。

新見公立大学学長　公文　裕巳　

　新見公立大学地域共生推進センター棟が、関係者の皆様のご協力により無事完成の運びとな
りました。
　地域共生推進センター棟は、新見公立大学の完全４年制大学化に必要な新校舎の整備に併せ
て、本市が進めております「新見市版地域共生社会」の拠点機能を整備するというコンセプト
に基づき、市と新見公立大学の協働で建設を進めてまいりました。
　建物には、大学の講義室や研究室のほか、市民の皆様の学習、交流、情報交換の場として、
焼き立てパンやパスタ等を気軽に楽しむことができるコミュニケーションカフェ、ICT 教室、

約400席の講堂、最上階には新見市街地を一望できるビューラウンジ等を設けております。
　地域共生社会の実現を目指した取組を進める上で、基盤の構築を図るとともに、大学が設置されている利点を
最大限に活かし、本市の活性化や課題解決を図る「大学を活かしたまちづくり」を推進しております。
　地域共生推進センター棟がその拠点として、多くの市民の皆様にご活用いただき、新見市の発展に大きな役割
を担う施設であり続けることを願っております。
　最後になりましたが、建設にあたり格段のご理解とご協力を賜りました地域の皆様をはじめ、工事関係者の皆
様に深く感謝を申し上げます。

新見市長　池田　一二三　

新見公立大学 地域共生推進センター棟建設工事竣工新見公立大学 地域共生推進センター棟建設工事竣工

大講堂大講堂 コミュニケーションカフェコミュニケーションカフェ 看護実習室看護実習室 パソコン教室パソコン教室 講義室講義室 ビューラウンジビューラウンジ
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例
え
ば
、
工
場
用
地
を
探

し
て
い
る
企
業
が
あ
る
と
す

る
。
交
通
結
接
点
で
震
災
リ

ス
ク
も
低
い
新
見
市
を
有
力

候
補
地
と
し
た
が
、
基
本
的

条
件
を
途
中
変
更
す
る
事
態

を
見
て
、
新
見
を
候
補
地
か

ら
除
外
し
た
。

　

今
回
の
新
見
駅
西
エ
リ
ア

整
備
事
業
に
伴
う
、
交
流
施

設
棟
の
断
念
は
「
ま
ち
の
評

価
」
に
大
影
響
を
与
え
る
決

定
と
思
っ
た
。
方
針
の
ブ
レ

は
信
用
に
直
結
し
て
お
り
、

例
え
話
の
よ
う
に
交
渉
相
手

に
し
て
も
ら
え
な
い
。
失
っ

た
ま
ち
の
信
用
は
市
民
の
損

失
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ

た
の
か
。
市
は
手
順
を
踏

み
、
議
会
に
状
況
や
方
針
を

説
明
し
て
き
た
。
西
エ
リ
ア

を
整
備
す
る
事
業
の
募
集
要

項
は
、
昨
年
４
月
26
日
の
全

協
を
経
て
公
募
に
移
る
。
同

６
月
27
日
の
担
当
委
員
会
で

は
「（
第
１
、
第
２
駐
車
場

は
）
事
業
提
案
対
象
範
囲
に

入
っ
て
い
る
が
、
事
業
者
側

か
ら
そ
の
位
置
を
利
用
す
る

と
の
提
案
が
あ
れ
ば
、
事
業

者
に
お
い
て
代
替
機
能
の
確

保
を
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　

募
集
要
項
に
記
載
し
て
あ

る
。
そ
れ
に
従
い
、
事
業
者

は
計
画
提
案
し
、
市
は
要
項

に
照
ら
し
て
審
査
選
考
し

た
。
事
業
者
は
第
１
駐
車
場

に
交
流
施
設
棟
を
建
て
る
た

め
、
居
住
棟
周
辺
に
25
台
分

の
代
替
駐
車
場
の
整
備
を
提

案
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
担
当
の
総
務

消
防
委
は
11
月
８
日
、「
第

１
駐
車
場
を
残
し
」
と
す
る

意
見
書
を
ま
と
め
る
。
議
長

預
り
と
な
り
、
市
長
に
提
出

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
利
用
の
た
め
の
駐
車
場

で
「
85
％
の
稼
働
が
あ
る
。

居
住
棟
や
交
流
棟
利
用
者
の

駐
車
場
も
必
要
の
は
ず
」
と

の
第
１
残
存
論
は
根
強
い
。

　

そ
の
声
を
踏
ま
え
て
も
、

事
業
者
の
決
ま
っ
た
11
月
、

募
集
要
項
の
定
め
を
反
故
に

す
る
議
論
は
契
約
社
会
か
ら

も
無
責
任
す
ぎ
る
。
執
行
部

は
今
年
度
初
め
、
議
会
の
強

い
声
に
「
理
解
が
得
ら
れ
な

い
」
と
第
１
駐
車
場
を
事
業

用
地
か
ら
外
す
決
定
を
す
る
。

　

昨
年
11
月
〜
今
年
４
月
に

か
け
、
市
と
議
会
は
相
互
理

解
の
た
め
協
議
を
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
経
過
が
見
え

て
こ
な
い
。「（
第
１
駐
車
場

を
事
業
用
地
と
し
て
進
め
れ

ば
）
契
約
議
決
の
時
、
議
会

で
否
決
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
な
る
と
居
住
棟
も

で
き
な
く
な
る
」。
苦
し
い

胸
の
内
も
聞
い
た
。

　

考
え
や
思
惑
が
あ
ろ
う
と

も
、
常
に
「
主
語
は
ま
ち
と

市
民
」
の
体
現
だ
。

「
主
語
は
ま
ち
と
市
民
」
逸
脱

西
エ
リ
ア
整
備
変
更
か
ら

社説

　

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に

集
中
講
義
。

こ
の
と
こ
ろ

大
学
生
に
か

の
さ
と
体
験

観
光
協
会
を

紹
介
す
る
機

会
に
恵
ま
れ

て
い
る
▼
集
中
講
義
の
手

伝
い
は
、
新
見
公
立
大
学

地
域
福
祉
学
科
２
年
の

「
公
共
政
策
」だ
っ
た
。「
自

主
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
〜

か
の
さ
と
流
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
」
を
約
20
人
の

学
生
に
話
し
た
。
自
主
自

立
に
は
「
自
治
」
の
強
い

思
い
を
込
め
る
▼
30
余

年
、
取
り
組
ん
で
き
た

様
々
な
活
動
を
重
ね
た
。

補
助
金
に
頼
っ
た
活
動

は
、
カ
ネ
の
切
れ
目
の
よ

う
に
衰
退
消
滅
す
る
。
思

い
と
覚
悟
と
仕
組
み
が
な

い
と
、
持
続
可
能
に
つ
な

が
ら
な
い
こ
と
を
体
験
的

に
知
る
。
熱
は
学
生
た
ち

に
伝
わ
る
▼
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
も
挑
戦
し
た
。
出

身
地
の
自
慢
を
３
つ
発
表

し
て
も
ら
っ
た
。ま
つ
り
、

名
所
、
食
べ
物
、
出
身
校

の
自
慢
も
あ
っ
た
。
ま
ち

を
知
る
、
魅
力
を
語
る
。

哲
学
者
西
田
幾
多
郎
の
言

葉
を
添
え
た
▼
「
そ
れ
を

愛
す
る
た
め
に
は
そ
れ
を

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
を
知
る
た
め
に

は
そ
れ
を
愛
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」。
各
自
の
自

慢
に
「
○
○
す
る
」「
食

べ
る
」「
学
ぶ
」
な
ど
『
る

る
ぶ
』
を
掛
け
算
し
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
る
。
高
齢
者

と
か
か
わ
り
、
共
感
関
係

築
き
に
応
用
で
き
る
。

　

新
見
市
議
会
議
員
任
期

等
検
討
特
別
委
員
会
（
難

波
孝
一
委
員
長
、
16
人
）

は
24
日
、
新
見
青
年
会
議

所
（
川
上
真
弘
理
事
長
）

か
ら
提
出
の
あ
っ
た
「
新

見
市
議
会
の
自
主
解
散
を

求
め
る
署
名
書
」
の
採
択

を
求
め
る
請
願
書
に
つ
い

て
、
不
採
択
を
決
め
た
。

29
日
、
本
会
議
で
委
員
長

報
告
し
、
採
決
す
る
。

　

同
市
議
の
任
期
は
来
年

４
月
23
日
ま
で
あ
る
。
平

成
28
年
11
月
、
現
職
市
長

死
去
に
伴
い
同
年
12
月
25

日
市
長
選
が
行
わ
れ
、
市

長
と
市
議
の
選
挙
日
程
が

別
々
に
な
っ
た
。

　

同
会
議
所
は
、
同
日
選

に
す
る
と
約
１
５
０
０
万

〜
２
０
０
０
万
円
経
費
削

減
に
な
る
、
投
票
率
ア
ッ

プ
も
期
待
で
き
る
な
ど
と

し
て
、
市
議
会
を
自
主
解

散
し
て
の
同
日
選
の
良
否

を
問
う
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
。
９
割
が
「
同
日

選
を
望
む
」
と
の
結
果
を

受
け
、
６
月
か
ら
署
名
活

動
を
展
開
。
７
月
30
日
、

有
権
者
の
ほ
ぼ
３
分
の
１

に
相
当
す
る
８
０
６
７
人

の
署
名
簿
を
市
議
会
に
提

出
。
８
月
17
日
に
同
請
願

書
を
出
し
た
。

　

こ
の
日
の
特
別
委
は
、

め
た
特
例
法
の
考
え
方
や

解
釈
」「
同
日
選
の
場
合

の
投
票
率
目
標
」
な
ど
を

尋
ね
、
川
上
理
事
長
が
答

え
た
。

　

全
議
員
が
意
見
を
述

べ
、
意
志
を
表
明
し
た
。

「
選
挙
は
民
主
主
義
の
根

幹
。
経
費
節
約
の
た
め
同

日
選
を
求
め
る
の
は
そ
の

根
幹
を
揺
る
が
す
こ
と
」

「
す
で
に
日
程
の
決
ま
っ

て
い
る
選
挙
ま
で
期
間
が

短
す
ぎ
る
」「
投
票
率
向

上
の
根
拠
が
薄
い
」「
４

年
任
期
の
全
う
が
本
意
」

「
不
正
も
し
て
い
な
い
の

に
解
散
の
理
由
に
当
た
ら

な
い
」
な
ど
と
し
て
、
15

人
中
10
人
（
林
、
橋
本
、

榎
、
宮
本
、
岩
田
、
杉
本
、

小
郷
、
塩
飽
、
仲
田
、
山

本
議
員
）
が
「
不
採
択
」

と
し
た
。

　

西
エ
リ
ア
整
備
は
、
新

見
公
大
４
大
化
に
伴
う
学

生
の
住
居
確
保
、
に
ぎ
わ

い
の
交
流
拠
点
創
出
、
駅

周
辺
の
活
性
化
な
ど
を
目

的
に
、
市
が
Ｊ
Ａ
用
地
を

取
得
、
隣
接
す
る
第
１
駐

車
場
を
含
め
た
約
３
３
０

０
平
方
㍍
を
事
業
用
地
と

し
、
整
備
事
業
を
実
施
す

る
事
業
者
を
公
募
。
地
元

　

新
見
市
は
18
日
、
現
在

進
め
て
い
る
新
見
駅
西
エ

リ
ア
整
備
事
業
で
、
市
営

第
１
駐
車
場
部
分
９
１
４

平
方
㍍
を
「
事
業
用
地
か

ら
除
外
」
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
市
議
会
新

見
駅
前
周
辺
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
特
別
委
員
会
（
仲

田
康
豊
委
員
長
、
16
人
）

で
説
明
し
た
。

３
法
人
で
構
成
す
る
「
緑

樹
グ
ル
ー
プ
」（
代
表
＝

佐
野
衆
一
有
限
会
社
緑
樹

代
表
者
）
を
優
先
交
渉
者

に
決
定
し
、
昨
年
10
月
以

降
、
市
と
同
グ
ル
ー
プ
で

細
部
協
議
し
て
き
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
の
提
案

は
、
５
階
建
て
の
「
学
生

と
市
民
・
学
生
同
士
の
交

流
が
生
ま
れ
る
学
生
居
住

　

請
願
の
紹
介
議
員
（
西

川
、
岡
崎
、
小
河
議
員
）

と
石
田
副
議
長
の
４
人
は

「
８
０
６
７
人
の
署
名
は

重
い
」「
市
民
の
声
を
真

剣
に
聞
く
時
」
な
ど
と
し

「
採
択
」
に
挙
手
。「
趣
旨

は
賛
同
で
き
る
が
、
期
間

が
短
す
ぎ
る
」
と
古
川
議

員
１
人
が
「
趣
旨
採
択
」

と
し
た
。

　

複
数
議
員
か
ら
改
選

後
、「
新
し
い
議
員
で
次

の
同
日
選
の
協
議
、
調
整

を
」と
の
提
案
も
あ
っ
た
。

川
上
理
事
長
は
「
残
念
な

結
果
。
選
挙
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
内
向
き
の
理
由

で
、
市
政
や
議
員
本
来
の

活
動
か
ら
理
由
を
聞
き
た

か
っ
た
。次
の
次
へ
向
け
、

今
後
も
議
会
と
の
意
見
交

換
を
続
け
た
い
」
と
話
し

た
。

棟
」
と
、２
階
建
て
の
「
新

見
の
魅
力
に
出
会
う
交
流

施
設
棟
」
を
建
設
。
居
住

棟
は
２
〜
５
階
を
１
０
０

戸
の
学
生
用
住
宅
に
す

る
。
交
流
施
設
棟
は
、
新

見
の
魅
力
に
出
会
う
発
信

拠
点
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い

機
能
の
配
置
を
考
え
て
い

た
。

　

事
業
用
地
か
ら
除
外
し

た
第
１
駐
車
場
部
分
に
は

交
流
施
設
棟
を
計
画
。
市

議
会
の
「
第
１
駐
車
場
残

存
」
を
求
め
る
強
い
声
を

　

新
見
市
ピ
オ
ー
ネ
共
励

会
（
市
、
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国

岡
山
新
見
統
括
本
部
主

催
）
が
18
日
、
高
尾
の
Ａ

コ
ー
プ
あ
し
ん
２
階
で
あ

り
、
市
内
の
生
産
者
が
65

点
を
出
品
、
出
来
栄
え
を

競
い
合
っ
た
結
果
、
豊
永

支
部
の
浅
田
裕
基
さ
ん
が

最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。

　

共
励
会
は
、
６
１
４
〜

７
０
０
㌘
の
ピ
オ
ー
ネ
２

房
を
出
品
。
審
査
長
の
首

藤
浩
一
新
見
農
業
普
及
指

導
セ
ン
タ

ー
所
長
ら

17
人
が
房

揃
い
、
果

皮
色
、
房

形
、
果
粒

の
大
き

さ
、糖
度
、

食
味
な
ど

を
審
査

し
、
15
人

の
入
賞
者

を
決
め
た
。

　

今
年
の

ピ
オ
ー
ネ
は
、
梅
雨
の
長

雨
、
梅
雨
明
け
後
の
高
温

の
影
響
で
、
着
色
や
玉
太

り
の
や
や
不
良
、
果
肉
の

軟
化
が
見
ら
れ
た
も
の

の
、
糖
度
は
平
均
18
・
５

度
、
最
高
は
20
度
と
昨
年

以
上
を
記
録
し
た
。

　

市
内
の
ピ
オ
ー
ネ
は
国

内
を
代
表
す
る
産
地
の
ひ

と
つ
で
、
３
１
８
人
が
87

㌶
を
栽
培
。
１
１
５
０
㌧

を
出
荷
し
、
11
億
円
の
販

売
を
目
標
に
し
て
い
る
。

出
荷
は
ピ
ー
ク
に
あ
り
、

連
日
、
50
㌧
を
東
京
、
大

阪
、
岡
山
、
広
島
に
送
っ

て
い
る
。

　

浅
田
さ
ん
を
除
く
入
賞

者
は
次
の
通
り
。
か
っ
こ

内
は
支
部
。

【
優
秀
賞
】
安
達
利
延
（
哲

受
け
、
市
は
計
画
変
更
し

た
。
結
果
、
交
流
施
設
棟

に
か
か
わ
っ
て
い
た
新
見

ガ
ス
株
式
会
社
（
田
原
隆

盛
社
長
）、
田
中
実
業
株

式
会
社（
田
中
康
信
社
長
）

が
同
事
業
か
ら
撤
退
。
９

月
９
日
付
で
緑
樹
グ
ル
ー

プ
の
構
成
法
人
変
更
届
を

市
に
提
出
し
た
。

　

今
後
、
居
住
棟
は
有
限

会
社
緑
樹
が
整
備
す
る
考

え
で
、
10
月
上
旬
、
市
と

事
業
用
地
の
売
買
契
約
を

結
ぶ
。
年
内
に
着
工
し
、

令
和
４
年
４
月
ま
で
に
入

居
可
能
に
す
る
。
市
は
、

検
討
中
の
新
見
駅
周
辺
ま

ち
づ
く
り
基
本
構
想
に
合

わ
せ
、
に
ぎ
わ
い
や
交
流

機
能
の
創
出
を
目
指
し
た

い
、
と
し
て
い
る
。

多
）
長
嶋
好
作
、
田
中
邦

男
、
加
藤
伸
夫
、
吉
岡
尊

司
（
豊
永
）【
１
等
賞
】

米
谷
信
義
、
武
岡
裕
和

（
同
）
長
濱
健
一
（
草
間
）

【
２
等
賞
】
清
原
保
、
吉

岡
博
（
豊
永
）
清
水
仁
（
哲

西
）【
努
力
賞
】
長
岡
一

郎
（
草
間
）
小
林
正
二
、

植
田
正
二
（
豊
永
）

議
員
か
ら
「
選
挙
費
用
は

交
付
税
算
入
さ
れ
る
こ

と
」
や
「
費
用
の
削
減
根

拠
」「
署
名
し
な
か
っ
た

３
分
の
２
の
声
の
受
け
止

め
る
方
」「
議
会
解
散
と

同
日
選
ま
で
の
日
数
の
少

な
さ
」「
自
主
解
散
を
定 請願の不採択を多数決で決めた特別委

ピオーネの出来具合を審査する共励会

同
日
選
求
め
た
請
願

市
議
会

特
別
委

議
会
自
主
解
散
「
不
採
択
」

西
エ
リ
ア
「
交
流
棟
」
断
念

914
平
方
㍍
事
業
用
地
か
　
　
ら

除
外

新
見
駅

周

辺

最
優
秀
賞
に
浅
田
さ
　

　
ん

ピ
オ
ー
ネ

共

励

会 

平
均
糖
度
18
・
５
度


